


「2 0 0 1年熊本市勢要覧」の正誤表について

本書中に下記の誤りがありましたので、お手数ですが訂正いただきますようお顔いいた

します。

言己

4 7ページ左より2行目の上から7段目 (誤)13.67km　　　　　正) 139. 67km

86ページ「20.熊本市の主要　・10年(誤)293　760　354 195　80　6 16　95

死因別死亡音数」の10年及び　　　　(正)507 1299　610　377 137　8　28 132

11年　　　　　　　　　　　・11年(誤)507 1299　610　377 137　8　28 139

(正) 526 1384　691 485 170　7　30 146
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韓本市(油木・tl花・市鳥) =-…‥‖---=・・1

発刊にあたって

熊本市歌

地域と気

基本構想・しあわせ実感くまもと-一日-日日--8

◎一人ひとりが輝く人権尊重社会の構築・　　--10

人粗擁護のための社会づくり--一日一一一--ll

男女共同参画社会

◎心軸、乱、あう市民生活の創出　=-・・-----・・・-13

コミュニティづくりの推進一一-一一一日---14

消費生活の安定と向上

交通安全
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消防・救急救助体制の強化-　　一・一　一一・17

国際交流

戸籍・地籍に関する情報の適正管理-----　・19

◎酢かていきいさと轟らtfる保健・福祉の充実　‥---20

健やかなライフスタイルの確立-一日目‥--一一21

健康福祉サービス体制の充実---・-一一一一22

生活衛生の

子育て支援

高齢者-の生活支援の充実---　　　--　-25

障尊者への生活支援の充実

社会保障制度の円滑な運用-=--一日-‥・-・-27

宗;I
-‥ i.I-昌ニss3*'Jars

I 、批舶h"..良好な環境の形成　一・一-----1'ト　I-"*こjii -1'.^愉

喋境保全活動

良好な生活環境の保全

練の保全と緑化の推進

水環境の保全

29　　治水対策の推進・-・--・-・・=---=-一一一-・‥ノ-56

30　　防災体制の

31　◎如、な人騰性を育む教育・文化・スポーツの振興-58

32　　学校教育の充実

ごみの減量・リサイクルの推進=---・----・33　　青少年

ごみの適正処理の推進 :', i i二>¥:7f!

◎魅力と活力あふれる産業・経済の振興　------35　　生涯スポーツの振興

新産業の振興 36　　市民文化の創造

59

60

61

62

63

雇用の安定と働きやすい環境づくり-～.・-・-37　　歴史的文化遺産の継承と活用--・-=　-　蝣64

商業・サービス業の振興

T.X蝣'蝕i.1:
◇　9　0

観光・コンベンションの振興---・---・--・40　　行　政

中小企業経営の基盤強化

農業の振興

水産業の振興

42　iIj議会

媚　　WI WBj

44　　広報・広聴

◎安全で模通な都市基盤の整備　一一　一-・一一45

計画的な都市づくり

聴合交通体系の確立

良好な市街地の整備

生活道路の整備

良好な住宅の供給

公園緑地の整備

水道水の安定供給

熊本市のあゆみ

47　　市民のくらし

--50　　熊本市案内図
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●市　木　イチョウ(イチョウ科)

熊本市民には熊市域が銀

杏城といわれているように

・d-(_蝣み潔く、弓S3て桧J9f'.t・

長く、市徳地の街路に多く

植栽され、独特な尖円錐形

の樹形をつくり春の緑陰、

秋の黄葉とその美しさてよ

＼瑚07"lてい5,

C 0 N E N S

KUMAMOTO CITY

市勢要覧

ら
熊本市章

ひらがなの「く」の字を

図案化したもので、市民の

調和を基とし.たくましく

発展する熊本市の姿を太い

円で示oreものですO

江戸時代から細川藩の庇

護を受け、藩士をはじめ寺

社地の弄随等の愛好者によ
コて.A>蝣蝣'.!蝣三十IesMを11亘拍て

清雅枯淡の味わいある毒名花
とV?蝣/.ここLlT;i""し'王.、

肥後樽の特色は薄色の花弁
が主流でよく整った一重口芙

きて、中心に怠糸銀糸のよ

うな色鮮やかな太い雄しべ

が梅芯のように盛りあがる

ところにある。

[

l

I　　　　　　　蝣　蝣'

・  l　　・　.

●市　花　肥後椿(ツパキ科)

THE SYMBOL BIRD
IN KUMAMOTO

●市　島　シジュウカラ(シジュウカラ科)

全長約14.bcmで、美しい

澄んだ声でさえずり、多量

の害虫を食べ、緑を守る益

鳥として市民に親しまれて

いる。会峰山や立田山.託

麻三山など森に多く生息し

白し＼駒に黒ネクタイ状の帯

がEj立つ可愛い姿で.四季

を通じて観察される。

・亨烏.J、蝣I:一基*TIL'Sk去ism

フィールド図鑑より.L,
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HAPPINESS ll
人にやさしく、地球にやさしいまち

発刊にあたって

熊本市は、全国に誇る熊本城をはじめ、豊かな緑や清別な地下水

に恵まれ、優れた伝統・文化や自然を育んでまいりました。

また、 「暮らしやすい都市」としての機能を備え、今や66万人を

有する中核市として発展を続けております。

しかし、近年急速に進行する少子・高齢化、高度情幸田ヒなど、私

たちを取り巻く社会情勢は大きく変化しつつあります。

私は、このように時代が変化するときこそ、家庭や地域社会での

ふれあい、あるいは自然や文化と接する中で育まれる「お互いを思

いやる心」 、 「美しいものに感動する豊かな感性」など、人本来の

やさしさや心の豊かさが最も重要であると考えております。

そこで、本市では、まちづくりの具体的方策を示す熊本市総合計

画を策定し、 「人にやさしく、地球にやさしい」を基本理念として、

日々のくらしの中で、このまちに生まれ、このまちに住む、そのし

あわせを実感できる「よかひと、よかまち、よかくらし」しあわせ

実感、夢と活力の生活首都の実現を市民総参加で進めることといた

しました。,

具体的には、 「よかひと」を青むため、巌も身近な地域で一人ひ

とりを尊重する自立と共生を基調とした社会をつくること。

「よかまち」を築くため、森の都の趣と伝統ある歴史、文化を活

かしながら、人々の多様な交流を促す活力あるまちをつくること。,

「よかくらし」を営むため、資源やエネルギーの浪費をなくし、

繰り返し使っていく自然の循環を基調とした社会システムをつくる

こと,ニ

このまちづくりの指針のもと、市民の皆様と手を携え、新世紀の

熊本づくりに全力を傾注してまいります。

つきましては、この「2001市勢要覧」が、未来に向け大きく飛醍

する本市の現状をご理解いただくための一一助となれば幸いに存じま

す,J

平成13年3月　　熊本市長3一句債i

2ど鵠AMOTO
bl-VOKAN
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衰Ⅶ五:虹坂

本市は九州の中央、熊本

県の西北部、東経130度42

分・北緯32度48分の位置に

あります。

この位置と同緯度に近い

都市としては、長崎市や中

国の南京市があります。地

勢は西北部から北部にがナ

て金峰山を主峰とする複式

火山帯と、これに連なるT_

田LLI等の小火山の噴Mi物で

覆われた台地からなり、東

部は阿蘇外輪火山群によっ

てできた丘陵地帯であり、
南部は阿蘇火山に源を発す

る白川の三角洲で形成され

た低平野からなっています。

気候は緯度からいえば温

暖な地帯にあるが有明海と

の間に金峰山系が連なるため、

内陸盆地的気象条件となり、

寒暖の較差が大きく冬から

春への移り変わりは早く、

夏は比較的長いことが多い

ようです。また、夏の夕方

は「肥後の夕凪」といって、

蒸し暑いのが特徴です。

平成11年でみると、気温
は年平均17.0℃で最高気

温は8月の35.8℃、最低

気温が12月の-4.3℃とな

っています。

年間降水量は1 ,946mmと、

過去3年(H8-10)の平

均より66mm少なくなりま

したO　また、風向きは春か

ら夏にかけて南西の風が多く、

く、秋から冬にかけては北

北西の風に変わり、風連は

1年を通じ2.3mとゆるや

かな風となっています。

与
金

P
H
E
N
O
M
E
N
A

位置・面積
(熊本市役所)

東締130 42′38"

北緯32'48′00′′

東西24.1km

南北20.9km注)
面積266.77km

■地目別土地面積(平成12年1即日現在)

■気温と降水量の月別変化(平成9年～平成1 1年平均)
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明治22年、市制方酎〒当時42.725人(餌 31現巨)て杏otc

華
甘
芭

ー
V

丁. ・.、IIこ　　-.・>・　こキ‥　　　　　　　∴:十=1.那:ir;二軍

r.ii-t-ヾ・、・ :-.1-1 1-'.二L T　　　、 ・.-しこ."':'-l一日1:・∴

さ=/ト二=1　　_　し..:こい<蝣・' ""1ニーこrj.'i*　-' i .!蝣_.蝣二

-:.' ∴I U　「-一∴　-・・ ∴　-サ"'・- '・こ一三　　LJl-.'T、耳

後で推移し、 -世帯当た'9人最は平成12卿8宍日日現在で、 2 5人と

¥」つています。

また、平成7年と2年の国勢鋼索を比べると>-・23.614人、 3 8%の

jm一　二　と蝣'f'"'ト:三.tlざ＼　ア7.'*.:.・・・A∴二・・」.' ・・'

丁　　三、 -:F・.* r.>y,:,y二、r-6蝣・-　.・',''ヰL~.--:-'こ.phこ等∴~'I

二帽Jt'＼ -..虫卓.値.~・一・蝣蝣"*}　　　一二　　　　M鈍。7<T~-　、 I-.

17.2%、 15-64歳の生産年齢人口が68 9臥召5歳以上の老年人口が

13.8%となっており,平成之年よりや年少人口の割合が2 1ポイント

低下したのに対Li,老年人口が2埠ポイント上昇するなど、高齢化が

さらに連行しています。　　　　　　　　　′

また、人口の地域醇布で様,平成12年の国勢調蛮速報膳結果でみると、

およそ東部に20万5千人、北幸酎こ12万6千人、中央部に14万1千人、

・もー‥vin.・" rこI"・蝣・..-こ　こ~ Jl二　　:日.チ.j　二‥、。1′　い

央部　西部の人口が減歩してし増す。

O L′

なお、人口分布の偏りを示すAEj重心嫁、 25年から一義して東へ萄　ノ

リ続け、平成2年では.熊本寓榎運動場西鰍こ移動し>平成7年には

聞達高校西門から北へ150m.の地点へ移動し今まで乗へ移動LJていたム　ー

口重心が旧飽託郡4町の編入により北西へ移動し、向きを変え愛した0

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成12年10月1日現在788,072人(平成12年

国勢調査速報値)で熊本県総人口の42.'を占めておlj、人口増輔率

は、 2 3%となっています。

都市圏人口は、昭和30年国勢調萱以降^　5年毎に熊本市は4万人前

後で増加していまLJたが、平成7年から平成12年までは約1万8千人こ2 3

%)の増加とな.)、伸びが鈍化してきました。また、 10町(現在は6町)

の人口は、昭和45年までは減少し、昭和50年に増加に転じ、 55年に

ピークとなり、増加率は20.5%の大幅な増加となっていました。

昭和55年から平成12年までの20年間の都市圏人口の増加数は約12

万7千人となっています。現在、人口増加のピークは過ぎたものの年

平均3千人から4千人の増力口を続けています。

ユ′・・・蝣.-'A''　買こ,J'

-A".

,jf'蝣'・ノて'.メ

-一--?沖′一F

A T I O N

■流入人口の推移
(国勢調査)
(注)現市域組替

0　　1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7

■人口動態の推移

平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

資料:市統計課　　　　　　7年

1 0　　20　　30　　40　　50　　60

■年齢別人口構成(平成1咋10月1日現在)
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を尊重し合い、最も身近な家族は

もとより、生まれ育った地域社会

や郷土、さらには、自然や人類へ

の深い愛情を持ちながら、日々健

康でいきいきと心豊かに暮らせる

ことが市民生活の理想ですO

また、一方では、かけがえのな

い地球環境を守り次代へ引き継ぐ

ため、環境に負荷をかけない生活

へと転換していくことが、今を生

きる私たちの責務でもあります。

これからは、このような市民生

;fiサ'1実jサA:二M<ナ~L-.私kn　蝣>蝣、ひ

とりが、自らの役割を自覚し、責

任を果たしながら、まちづくりを

進めることが必要ですo

そこで、本市では、 「人にやさ

しく、地球にやさしい」を基本理

念として、日々の暮らしの中で、

このまちに生まれ、このまちに住む、

そのしあわせを実感できる「よか

ひと、よかま弓、よかくらし」づ

くりを、市民総参加で進めます。

めざすまちの姿

よか鉄と/

_-」蝣*'.メ:'蝣; :

jナ・、'.}こ.I

Lあわせ寛感

賞と渚勿生首薪乾

8Kl.
sHI豊票呈oTO
-。RAN

心がかよいあう

市民生活の創出

E 4



10品'.I¥
MI、吉言、

'-蝣.---:c;vanォi:淵

・
転
落
a
-
*
世
,
]
新
教
拳

T
.

解
語
屋
骨
髄
無
恥

さ
冥
㍉
緑
　
野
.
緑
橘
-
M
-
.
P
嵩
…
錯
㌫
5
Z
W
高

城
し
ま
す
l

IiL

▼F..-・.・.・.・. ・・一・・・一一一一F

廓-

1苛/

、11I

人権啓発

わたしたちはだれもが、 「幸せに

暮らしたい」という願いをもってい

ますC　日本国憲法も、すべての国民

に「生命・自由及び幸福追求に対す

る権利や法の下の平等」などの基本

的人権を保障していますo

Lかし、今口なお、部落差別をは

じめ、高齢者や障害者差別・性差別・

臨榊冊昔高一上1…iffll
/　L A ll

:　　-( -　　　　　　　　　.

紺描

外国人に対する差別また、子どもに

対する人権侵害など、一日も早く解

決しなければならない人権問題が存

在しています。

本市では、これらの解決は行政の

責務であるとともに、市民一人一人

の課題であると受け止め、差別の解

消とすべての市民の人権が尊重され

るまちづくりをめざして「熊本市域

人
が
輝
く

そ
し
て
地
域
社
会
で
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
輝
い
て
暮
ら
し
て

い
け
る
'
そ
ん
な
ま
ち
'
そ
ん
な
熊
本
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
r

における人権教育啓発基本方針」を

策定し、積極的に取り組んでいます。

具体的には、市民一人一人が「美

しいものに気づくことができる豊か

な感性」 「人のいたみを自分のもの

として受けとめられる心」 「個性を

認め人権を尊重する心や態度」など

を身につけ、それらを生き方として

実践できるよう、内容や手法に工夫

をこらした研修会・講演会・人権フ

ェアーの開催、啓発資料の作成、さ

らには毎月発行される市政だよりの

「くらしの中の人権」等を通して、

IrF民生活のさまざまな場で教育・啓

発に力を入れていますO

市『このまちが好き

買　こ霊芸言霊志しさと蕊もりが

享　　　∴一　二∴∵〔
人
を
尊
び
、
家
庭
で
'
学
校
で
'
職
場
で

『幸せなくらし』それは、私たちみんなの願いですu
むな

Lかし、そんな願いを空しくさせるものがあります。

何気ない一言に傷つき、心を痛めたことはありませんか。

だれにも言えず、一人悩んだことはありませんか。

そんな悩みを解決できるのは、私たちの愛と真実と優しさ

そして生き方です。

あなたは、となりにいる人のよさがみえますかo

違いを認め、生き方を尊重していますかO

心がかよいあっていますか。.

日々の暮らしをみつめることで、明E]の生き方も見えてきます。

ち.1笠:MAVK-nu1l
FIYORAN11



くまもと男女共生フォーラム2000

男女共同参画社芸の実現

男女共同参画社会基本法の理念に

基づき、男女の人権の尊重、政策立

案及び決定への共同参画、家庭と職

場,地域活動との両立等を目指した

施策の推進を行っています。平成12

年度までは「くまもと市女性プラン」

に沿って、審議会等における女性の

登用を推進するため、女性人材情報

1TKilllZsHI霊1JOTO
Y。RAN

遷3^graasEss^sEg'>'^g?Bg^^^gri?-f^---gji-.:

の収集・提供を行うとともに、社会

の中で共に責任を担える女性のエン

パワーメントを促進してきました。

平成13年度からは新しいプランに沿

って、職場・家庭・地域等あらゆる

分野における男女共同参画の推進を

目指し、性別による固定的役割分担

の見直しや男女平等の意識づくり、

女性の社会参画支援等に取り組みます。

総合女性tzンクー

男女の自立や社会参画のための活

動及び市民文化振興・交流の拠点と

して、女性を取り巻く問題の解決に

向けた講演会やセミナーの開催、相

談室の設置、ファミリーサポートセ

ンター(熊本)による子育て支援活

動等を行っています。また、女性に

関する情報の収集・提供等を通し、

くまもと男女共生フォーラム2000

あらゆるライフステージにおける女

性の生き方を応援しています。

甜労mas司EE

働く女性や勤労者家庭の男女の日

常生活に必要な技術の向上、教養習

得の場を提供しています。また働く

女性の仕事上の相談や就労支援に関

する講座の開催等、能力開発や両立

支援に積極的に取り組んでいます。

鵠呂13
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Happiness kumamoto
l

▼ ・し　　　　′ir,-ノ1/1亡!L∴(.のrEJ川

ニティうくりの推進

都市化の進展や生活環境の変化な

どに伴い、地域社会における人間関

係が希薄化するなか、地域における

人と人とのふれあいや交流のある「心

がかよいあう地域コミュニティ」に

するため、町内自治会活動をはじめ

市民の創意二L夫による自発的で主体

的なまちづくり活動への支援や活動

拠点となる施設整備を進めています.,

町内自治会

現在、715の町内自治会が、生活

環境の整備や社会福祉、親睦活動等

1AKIi14siu豊MOTO
蝣Y。RAN

を行っています,,平成12年度から

住民自治の基礎組織である町内自治

会と行政の相互理解を深めるため、

市内を15ブロックに分け、自治会長

研修や意見交換会等を実施し、分権

型社会に対応した協働によるまちづ

くりを推進していますO

まちづくり委員会　まちづくり研究会

平成8年度に「まちづくり活動支

援事業」をスタートさせ、小学校区

を単位に、地域の特怪を活かし自主

的にまちづくり活動を行う住民組織

熊本港花いっぱい計画

「まちづくり委員会」及びその準備

的組織「まちづくり研究会」の市内

全小学校区(80校K)設置を目標に、

市民主体の個性あるまちづくりを推

進しています。

平成12年度現在で「まちづくり委

員会」が31校区で組織されており、

各委員会とも「校区の夢づくり」に

向け、テーマに沿った多彩な活動が、

展開されています。また、 「まちづ

くり研究会」も11校区で組織され、

委員会発足へ向けての組織づくり、

まちづくり楽集塾

テーマづくり等が進められています。

このような「委員会、研究会」の取

り組みに対し,活動費の助成、アド

バイザー等の紹介、交流の場や情報

の提供、リーダー養成研修(まちづ

くり楽集塾)などの支援を行ってい

ます。

地域コミュニティtZンタ-

市民の身近かな地域に根ざした住

民自治活動や地域福祉活動、ボラン

ティア活動、趣味・教養・生きがい

活動など、多彩な市民主体の地域づ

くり活動を支援するための拠点施設

として小学校区単位に整備していま

すO　これまでに24カ所のセンターが

オープンしており、今後も計画的に

整備を進めていく予定です。また、

多様な住民ニーズに即した柔軟な運

営と効率化を図るため、平成11年度

から地元運営委員会委託による管理

運営を実施しています。

Happiness kumamoto
▼JL∴,iFミニ′:'・よい三　巾lTl`　ノ_J削LJ'

消費生活の由と向上

消費者センターでは、市民のみな

さんの生活をより安全に、より豊か

にするため、消費者セミナーや移動

講座の開催など各種啓発事業や、消

費生活に関する情報の収集・提供、

さらに、消費者団体の育成など、消

費者保護に関する施策を積極的に取

り組んでいます。

消費生活相談コーナー

消費生活に関する相談窓口を設置

し、苦情や問い合わせにお答えしま

す。

平成11年度に消費者センターへ寄

せられた消費生活相談は、 3、564件

■商品別相談件数

で、 10年前に比べ約1.5倍に増えて

います。

なお、平成12年度より、消費者セ

ンターが産業文化会館5階に一本化

され、みなさまへの利便性を凶って

usa

計量行政

計量法に基づき、適正な計量の実

施を確保するため、昭和27年に特定

市の指定を受け、計量法第19条によ

る計量器定期検査と、第148条によ

る立入検査及び指導・普及業務を行

っています。

■内容別相談件数内訳

l'-こ-:　さごit

蛋示　広言　55

i.il'1拳坦l聖害

三だ会　ォ生　51
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健軍自転車駐車場

交通安全事業

談= 凵 庄 惜 琵 対象とし

た交通安全教育や、交通指導員によ

る通園・通学路での街頭指導、広報

活動等を行い厂交通マナーの向上を

図っています．

また、見通しの悪い交差点やカー

胼, 引

平 廊,ら

－

I D

－

Iり

卜 ⊃

囗゙

ブなどに道路反射鏡、足型マーク等

の交通安全施設を設置しています。

自転車対策事業

市内中心部や駅周辺に整理指導員

を配置して、駐輪マナーの指導や整

理業務を行っています。また、放置

禁|凵?く域の指定や放置自転車の移動･

保管業務を行い､更に 自転車駐車場等、

駐輻施設の整備に努めています。

交通被災救済事業

交通遺児援助基金制度や交通事故

相談所の充実を図っています。

防犯事業

地域安令活動の挧進、盗犯のfl 坊、

少年の非行防|]万ﾐ活動の推進等、防犯

意識の高揚を図るとともに、各地区

防犯協会等関係団体への支援 協力を

行っています。

自主的防災活動の推進

「自分たちのまちは、自分たちで

守る」という防災の基本コンセプト

をスローガンに自主防災クラブ、救

急ボランティア、消防職員ＯＢ等に

よるボランティア組織の活動環境を

整備し、災害時における重要な役割

を扣う自主防災活動の活性化を促進

します。

また、全国屈指の規模を誇る消防

団は｡ 地域防災のリーダーとしての
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役割が づM期待される中、地域に根

ざした幅広い消防団活動の推進に積

極的に取り組みます。

消防の対応力の強化

社会構造の変化や科学技術の進歩

により、複翊多様化する多種災害に

適切に対処し、住民生活の安全を確

保するため、消防施設等の充実強化

を図る一方、］微員の意識改革や消防

戦術におけるさらなる研究を行うと

ともに各種の訓練研修を通じて知識
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・技術の向十.を|ﾇ|り、消防の災害対

応力を強化します.．

住宅防火などの防火安全対策の充実

福祉関係機関と連携 凵卞宅|防火対

策をきらに祁進するとともに、防火

■火災･救急出動及び救急活動の件数

管理体制の充実強化、効果的・効率 二二

的な立人検査を実施することにより、 ノ

建築物の総今的な防火安全対策を首　 二
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Happiness kumamoto
▼心がかよいinLi b.JIL上:榊)別け

国際交流細進

国際杜宗に対応する人づくり、まち

づくり

熊本市は中国・桂林市、アメリカ・

サンアントニオ市、ドイツ・ハイデ

ルベルク市の友好・姉妹都市をはじ

め、諸外国との友好交流を進め、教

育、文化、経済、医療等、さまざま

な分野で活発な交流を展開していま

すOその友好の輪は、市民レベルに

も交流の裾野をひろげ、本市の国際

交流の大きな推進力になっています。

また、米国、ドイツ、中国などから

18監Ef豊1:OTO
['。RAN

来熊した国際交流員が、小学校訪問

などの地域に根ざした国際理解促進

活動を行っています。今後は「熊本

市国際化指針」を基に、これからの

国際社会に対応したまちづくりや人

づくりをさらに推進していきます。

熊本市国際交流会館

国際交流の拠点施設である国際交

流会館には、 2l削こ交流ラウンジを

設けています。国内外の雑誌、新臥

CNNテレビなどによる情報サービ

スコーナーや、海外留学、海外情報

、

国際交流員による学校訪問の風景

等についての相談窓口があり、在熊

外国人の方と市民の皆さんとの交流

と憩いの場となっています。

また、国際交流会館では、 (財)

熊本市国際交流振興事業団が、市民

の皆さんへの国際理解講座や海外各

国の紹介、在熊外国人の皆さんのた

めの日本語教室やホストファミリー

紹介等、様々な国際交流事業を展開

し、熊本市の国際化推進に取り組ん

でいますo

Happiness kumamoto
▼ JL、が-)い。LいあうIi」iMaこ/I-,f,1,-°ォiii ;

戸籍・地籍に耐る倍加適正管理
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地籍調査

地籍調査事業は、国土の基礎調査

であり、市民財産の保全はもとより

土地利用の高度化まちづくり等の施策、

公共事業の土地に対する基礎資料と

して多目的に利活用することを目的

として、現地形状と一致した復元能

力を有する地籍図及び地籍簿を作成

するものですO

本市においては、平成2年度を初

年度として、平成11年度までに約

20,6kmを完了していますC

平成12年度から第5次10箇年計画

を策定し、関係者の理解と協力を得

ながら積極的に円滑な事業推進に努

めています。

住居表示整備事業

住居表示は、土地の地番ではわか

りにくい住所の表示を合理的な町界

や一定の方式による住居番号で表示

することにより、一般的にわかりや

すい街づくりと市民生活の利便性を

図るとともに、消防、救急、郵便事

業等の行政活動の効率化を資するこ

とを目的としています。

本市においては、昭和40年度を第

一次として、平成12年度までに第34

次にわたって実施していますO
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総合的な健康づくりの推進

少子高齢化の急速な進展に伴い、

長い人生を心身共に健康で生きがい

を持ちながら暮らしていくことを目

標に保健・福祉施策を推進していま

す。

これまでの疾病に加え、生活習慣

に起因する慢性疾患や精神的ストレ

スに起因する疾患、感染症疾患が増

加するなか、自らの健康は自らが守

ることを基本に,一人ひとりの健康

づくりの意識を積極的に高めていま

す。また、各種保健事業の実施の他、

保健、医療、福祉の総合的なサービ

スを身近なところで提供できる体制

づくりを進めています。

市民の健康を市政の目標として、

昭和54年に「健康都市」を宣言し、

昭和61年には10月1円を「市民健康

の日」とする条例が制定されました,,

特に10月は健康づくり月間として

熊本市民健康フェスティバルなどを

開催していますO

保健福祉センター

熊本市城を5区域に分けた5保健

福祉センターは、市民の生涯を通じ

た健康づくりを支援する地域の拠点

としてきめ欄やかな保健サービスの

充実を図っています。

さらに総合相談係と介護保険係を

設置して健康や福祉に関する相談と

在宅生活支援を行っています。

主な事業は次のとおりです。

Happiness kumamoto
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健やか恵ラ,田仲拍韓w

(母子保健)

1歳半健診をはじめとして子ども

の健やかな成長をサポートする各種

健康診杏、相談、教育事業を推進し

ています。

(歯科保健)

全身の健康に影響をおよぼすむし

歯や歯周疾患を予防するため、ロの

中から健康づくLりに努めていますO

(栄養改善)

健康づくりの柱のひとつである栄

養に関する相談や教育を通じて健康

的な食生活実践のお手伝いをしてい

ます。

(成人保健)

40歳以上の市民を対象に生活習慣

病予防のための基本健康診査や健康

教育、相談、寝たきり予防のための

機能訓練事業、訪問指導、ねたきり

者の歯科健診等に努めています,:.

保健所

市全域の健康水準の把握、牛活衛

生の確保、健康危機管理体制の整備、

精神保健福祉の推進、結核・エイズ

・感染症予防対策等、専門的技術的

拠点として健康なまちづくりの支援

に取り組んでいます。
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健康福祉サ-ビ璃制の充実

(地域福祉)

福祉公社ヒュ-マンライフ

住み慣れた家庭や地域で暮らした

いと願うお年寄りや障害をお持ちの

方のために、市民参加の登録ホーム

ヘルパーを活増したホームヘルプサ

ービスを中心に、老人デイサービス、

訪問入浴サービス等を介護保険のサ

ービス事業所としての指定も受け提

供しています。

また、在宅福祉に関する情報を提

供し相談の窓口になるとともに、介

護保険の屠宅介護支援事業所の指定

を受け、ケアプランの作成を行って

います,,

在宅福祉センター

老人デイサービスやホームヘルプ

サービス、福祉相談を提供する施設

として、また、地域住民の福祉、交

流活動の拠点として、南部、東部、

ココさ1M
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中央在宅福祉tzンクー

中央の3ヶ所に設置され、地域福祉

の向上に寄与しています。

社会福祉協議会

地域住民の助け合い、支え合いの

精神に根ざした地域福祉の推進に取

り細.んでいますO 「いきいき市民福

祉基金」を設置し、地域福祉活動を

行う様々な組織、団体などに対して

助成を行っていますO　また、 「ボラ

ンティア保険」を導入し安心してボ

ランティア活動ができるよう支援し

ています。

このほか、ひとり暮らし老人等の

家庭に、心のこもった食事を届ける

「ふれあいランチ給食サービス」事

業への助成や、悩みごと、心配ごと

の相談に応じ、適切な助言や情報の

提供を行う「熊本市心配ごと相談所」

の設置など、地域福祉のための各種

事業を展開しています。
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新設される市民病院研究管理棟パース園(左側の棟)

熊本市民病院

診療科25科と病床数556床(感染

症16床を含む)を有する地域医療の

拠点病院として、市民の健康を守る

ため高度・特殊・先駆的な医療を積

極的に推進しています。

近年の高齢化の進行、疾病構造の

変化、健康への関心の高まりなど、

市民の医療ニーズは一層増大してお

り、医療機関への専門化や高度化が

求められています。

このような中、多様化した医療ニ

ーズを的確にとらえ、市民が身近な

所で適切な医療が受けられるような

診療体制を整備しています。一方、

保健福祉分野との連携を有する地域

医療の拠点病院として、市民の健康を

進めて、市民に対する保健・福祉サー

ビスの情報サービスも行っていますO

特に、悪性腫痕や心臓病といった

高度・特殊医療分野については、高

度医療機器を完編し、専門スタッフ

による高度専門医療を行う等、自治

体病院としてその重要な役割を果た

しています。

また、救急医療については、二次

救急医療機関として、 24時間体制で

地域に密着した救急医療を行ってい

mm

このような医療環境の中、熊本市

民病院では診療機能拡充と療養環境

改善を目的とした研究管理棟建設を

契機に、 21世紀へ向けた医療サービ

スを目指し、機能や専門性を発揮で

きる特色ある病院づくりを推進して

いますO

熊本市民病院3つのモットー

1　患者に優しい医療

2　正確な医療

3　讃l)合いの医療(チーム医療)

Happiness kumamoto
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生活衛生

市民の日常生活に密着する衣・食

・住全般の危害発生を未然に防止し、

快適で安心できる生活環境を確保す

るため、食品衛生・環境衛生営業施

設の専門的・科学的監視指導を充実

強化し、業界の自主管理体制を支援

しています。

平成12年3月には熊本市墓地等の

設置等に関する条例が制定され、墓

地等の秩序ある設置及び適正な整備

に係る基準等を定めることにより、

公衆衛生の向上のほか、市民生活に

おける良好な環境の確保を図ってお

ります。

一方、市民が直面する生活衛生に

ついての問題を自ら解決できるよう

ロ飲食店　口絵食施設□家庭

□旅館　　□仕出庭　□その他

に、住まいの衛生相談、地元に出か

けての食バザー講習会等きめ細やか

な行政サービスの提供を行っていま

m

環境衛生事業所では、ねずみ・衛

生害虫の駆除及び除草指導等を行い、

健康な市民生活を支える快適な環境

づくりを進めていますO

墓地・斎場

本市は7ヶ所の市営墓地(園)と

納骨堂1ヶ所を管理し、永眠された

祖先の安住の地として市民に利用さ

れていますO

また、斎場は通夜・告別式の行え

る式場を併設、火葬場としてのイメ

ージを-新し、周辺環境との調和に

努めています。



仁

:

･ ●･|･

ド フ

弌 輿

●

21世紀を担うすべての子どもたち

が、明るく健やかに成長することを

願い、全国に先駆けて熊本市民［子

ども憲章］を制定しました。また、

子育て支援や健全育成活動を行って

いる団体などに「エンゼル基金」で

助成を行い、児童福祉の充実・向上

に努めています。

また、母子及び寡婦福祉法の理念

に基づき、母子家庭及び寡婦の生活

の安定・向上及び福祉の増進を図る

ことを目的として、児童扶養手当の

支給、母子家庭に対する医療費の助

成、福祉資金の貸付などの施策を実

施しています。

保育所

仕事・出産・病気等で子どもの日々

の保育が充分にできない保護者のた

めに、128 ヵ所 の保育所があります。

ここでは、集団生活、遊びなどを

通して、心身ともに健やかな子ども

に育つよう保育内容の充実、向上に

努めています。

このほか、乳児保育、障害児保育、

延長保育などにも力を入れています。

また、一一･時的保育事業や地域子育て

支援センター事業も行っています。

児童館

［li内に９ヵ所の児童館があります。

ここでは、集団で遊ぶ機会が少なく

なった子どもたちのために遊び場を

設け、遊びの巾から集団生活のルー

ルや楽しさを教えています。
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母子生活支援施設

母子家庭の保護と経済自立のため

に２ヵ所の施設があります。ここで

は家庭環境をよくし、子どもたちの

健やかな成長のため指導援助を行っ

ています。

母子福祉センター

母子家庭や寡婦の方々の明るい未

るflflかi‘i.ﾊﾞ|レ レ ごjj

拉の

来と希望を育むため、各種の相談・

技術の習得講座・母と子の絆をより

強くするための児童健全育成・ふれ

あい事業等を積極的に展開し、思い

やりあふれる地域社会づくりをめざ

して、母子福祉の一段の向上に全力

をあげています。

また、母子相談員を配置し、母子

寡婦福祉資金貸付などの相談体制の

強化を図っています。

助産施設

経済的理由で入院出産の困難な妊

産婦のために、軽い負担で利用でき

る熊本産院があります。ここでは、

母親とその子どもの健康と安全管理

に努めています。
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介護保険制度

平成12 年４月、介護を社会全体で

支える「介護保険制度」が施行され

ました。40歳以上の方は全員が介護

保険に加入します。

この制度は、高齢者の尊厳と自立

の尊重を基本理念とし、たとえ介護

が必要となった場合でも、人間らし

く充実した生活が送れるように、利

用者の選択により多様な介護サービ

スを適切に受けられることを目的と

しています。

介護サービスを受けるためには、

まず、要介護認定を受けなければな
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高 齢 者
へ の

生 活 支 接
の
ポ]

りません。平成12年10月末現在で、

本市の高齢者人目約10万６千人、そ

のうち要介護認定を受けた方は、役

１万４千人弱、高齢者数の約13 ％に

のぽっています。

これらの要介護者に対し、県の指

定を受けた2.000 にのぽる、指定居

宅サービス事業者や介護保険施設が

実際にサービスを提供しています。

また、10 月から65歳以ﾋ の高齢者

／

／

丶,･♂
ｙ

，

の介護保険料の徴収が始まりました、

本市の高齢者保険料の基準額は月額

3,250円で、施設が比較的多いこと

などから、全国平均 よりやや高い

水準となっています。

高齢者の生活支援

誰もが生きがいを持ち、安心して

自立生活を営むことができるように

日常生活を支援するサービスの充実

を図って行きますＯ
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また、高齢者が安心して、介護を

受けることができるように住宅・施

設サービスの基盤整備に努めます。

この他、身体機能が低下した高齢

者が安全で快適な生活ができるよう

にバリアフリーの推進を図り、住み

やすい住環境の整備に努めます。

さらに 地域の身体的な相談窓口

として保健福祉センターをはじめ、

在宅介護支援センターを市内各地域

に設置し、保健福祉サービスに関す

る相談や情報提供に対応しています。
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障害者戦'毎盤活魂の充実

障害者福祉

平成8年9月に策定した「障害者

基本計画」に基づいて事業の推進を

図っています。基本計画の7つの重

点施策に沿って、平成12年度は次の

事業を拡充しています。

26監M
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( 1 )障害を軽くするために

・障害児通園(デイサービス)事業

を開始しました(平成11年10月1日

開始) 。

(2)地域で生活するために

・ホームヘルプサービスでは、知的

熊本市障害者大運動会(水前寺競技場)

障害者の対象を拡大するなどサービ

スの質、量の確保を行うとともに、

サービスのあり方についても検討を

深めています。

・障害者生活支援事業を推進し、在

宅の障害者に対し福祉サービスの利

用援助、介護相談などを行うことに

より、障害者とその家族の生活を支

援しています。

・在宅障害者デイサービスセンター

(知的2カ所、身障1カ所)の整備

に着手しています。

(3)社会的に自立するために

・知的障害者更生施設において適所

那(定員8名)を併設、身体障害者

療護施設で32名の増床など、障害福

祉施設の一層の整備、拡充を進めて

SSI

・知的障害者更生施設(2カ所) 、

身体障害者療護施設(1カ所)の整

備に着手しています。

( 4 )重度の障害者や高齢者のために

・重症心身障害児(者)通園事業を

推進し,重症心身障害児(者)の早

期療育の場を拡充しています。

(5)精神障害者のために

・福祉タクシー事業や優待証(さく

らカード)交付事業で精神障害者を

対象に加えています。

( 6)共に生活するために

・熊本市優待証(さくらカード)を

交付し、社会参加の促進に努めてい

mm

・社会交流促進事業を推進していますO

(7)やさしいまちづくりのT=めに

・関係機関と連携し道路、施設改良

の再点検を行うなど、やさしいまち

づくりを進めていますO

生活保護

生活保護制度は、生活困窮者に最

低限度の生活を保障し、併せて自立

の援助をすることを主な目的として

います。

平成11年度における生活保護世帯

の状況は、受給者が6,185世帯、人

員が8,852人で保護率は13.40%とな

っています。

受給世帯の特徴としては高齢者世

帯が3,205世帯、傷病・障害者世帯

がOIVQ6,1/o世帯、次いで母子世帯が448
世帯。毎年高齢者世帯の占める割合

が高くなっています。扶助の種類に

おいては、医療扶助の占める割合が

最も高く、生活扶助、住宅扶助と続

いており、高齢化等の社会的事情を

反映していますOなお、平成12年4

月から、介護保険制度の創設にあた

り、生活保護法も「介護扶助」が創

設されます。

地区別にみると、中央部に高齢世

帯や傷病世帯、周辺部に母子世帯が

多く存在しています。

福祉事務所では、複雑な社会情勢

を反映して多様化する保護世帯の問

題について、原因やその解決策を考

え、自立支援に全力を尽くしています。

国民健康保険

本市の国民健康保険の加入者は、

211,437人(平成12年3月末)で、

人口の約32%にあたり、その多くは

年金受給者、自営業、農業の方々で

す。

Happiness kumamoto
甲i′ 、;　し,一　二.蝣?'蝣!　lf.i.・ヒ・fiW L,_

社会保融痩海内醜運用

国民健康保険の財政は、高齢化の

進展、医療費の増嵩等により依然厳

しい状況下にあります。

この状況を乗り切るために、保険

料収納率向上対策や医療費の適正化

を進める1--方で、人間ドック助成、

あんま・はり・きゅう助成の疾病予

防対策事業にも取り組んでいます。

医療費助成

福祉の向上を阿るため、心身に重

度の障害を持つ方及び4歳児までの

乳幼児の医療費(4歳児は歯科のみ)

を助成していますC

書生活保護の状況(平成1 1年霞)　　　m年会受給者と受給総額の推移
(人)　7.592

■一人当たり医療費の推移

国民年金

国民年金制度は、昭利34年に発足

して以来、約40年の歳月を経て、物

価スライド制・基礎年金制度・各年

金を　一元化するために基礎年金番号

の導入など、充実を図りつつ公平で

長期的な安定を目指す制度として、

今口の制度-と発展してきました。

平成11年度熊本市での国民年金受

給者は85.559人、年金受給総額は

502億円を擁し、市民に広く定着し

ています。

本市では、豊かな市民生活、特に

老後の生活の基盤となる年金権を、

すべての市民が確保できるよう、幅

広い広報活動を行うほか、職員・国(ォ5A)

民年金委員・国民年金推進員による

戸別訪問等も実施し、制度の普及と

保険料収納の強化に努めています。

頭賓給付革交付定
'3.1%

■年金受給者の種類(平成1 1年酎
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